
別紙

平成2３年度林業機械化推進シンポジウムの開催について

１ テーマ 先進林業機械による日本林業のブレークスルー ２

～架線系システムの新時代～

２ 趣 旨

政府は平成２３年７月に「森林・林業基本計画」を閣議決定し、「森林・林業再生プラン」の実現

に向けた具体的な方策である「改革の姿」における提言を踏まえて、輸入材に対応し得る競争力を

持った林業・木材産業の育成や環境負荷の少ない循環型社会の構築に向けた取組を着実に推進する

こととしています。このため、高性能林業機械の普及と林内路網の整備を加速化させているところ

ですが、日本の森林は急峻で地形が複雑で高密度の路網を整備することが容易でない地域も多くあ

ることから、車両系の作業システムだけではなく架線系システムも引き続き重要な位置を占めて行

くものと考えられます。

現在の架線系システムにおいては、集材範囲の長距離化や材の大径化への対応、架設・撤去作業

の効率化、作業安全性の向上等の課題が指摘されています。このような課題に対し、搬器の吊り上

げ能力や走行速度の向上、機動的な架設・撤去作業と効率的かつ安全な人員配置などを実現する先

進的な架線系システムの導入により、生産性と安全性の両面においてブレークスルーを起こすこと

が期待されています。また、路網作設技術や林業機械の進化を受けて、架線系・車両系の最適な作

業システムの選択についても再検討が求められています。

そこで、本シンポジウムでは、先進林業機械による新たな作業システム構築に向けた取組全体を

俯瞰しつつ、特に架線系システムに着目し、その導入・改良の取組の紹介・情報提供・意見交換等

を行い、我が国における架線系システムの新時代を展望します。

３ 日 時 平成2４年３月２日（金）１０：００～１７：３０（開場９：３０）

４ 場 所 国立オリンピック記念青少年総合センター カルチャー棟大ホール
（渋谷区代々木神園町３－１）

５ プログラム（予定）

開 会 (10:00~)
主催者挨拶 (10:00~10:10)

第１部 先進林業機械に関する情報提供
（１）「全国に導入された先進林業機械の紹介」 (10:10~10:25)

株式会社自然作業研究所

（２）「林野庁の林業機械開発事業の概要」 (10:25~10:40)
林野庁 森林整備部 研究・保全課

（３）講演 「架線系作業システムの過去・現在・未来」 (10:40~11:30)
高知大学教育研究部自然科学系農学部門 教授 後藤 純一 氏

（４）講演 「架線系システムと車両系システムの分岐点」 (11:30~12:00)
京都大学フィールド科学教育研究センター 准教授 長谷川 尚史 氏

( 休 憩・昼 食 ： 12:00~13:00 )

第２部 先進林業機械導入・改良の事例報告
（１）事例発表①： 静岡県森林組合連合会（静岡県） (13:00~13:30)



（２）事例発表②： 広島県西部森林組合事業推進協議会（広島県） (13:30~14:00)

（３）事例発表③： 香美森林組合（高知県） (14:00~14:30)

( 休 憩 ： 14:30 ～ 14:40 )

（４）事例発表④： 堀川林業株式会社（北海道） (14:40~15:10)

（５）事例発表⑤： 住友林業株式会社（東京都） (15:10~15:40)

( 休 憩 ： 15:40 ～ 15:50 )

第３部 パネルディスカッション
「先進林業機械による架線系システムの新時代」 (15:50~17:25)

パネリスト： 高知大学教育研究部自然科学系農学部門 教授 後藤 純一氏

京都大学フィールド科学教育研究センター 准教授 長谷川尚史氏(モデレーター)

事例報告事業体（香美森林組合、静岡県森林組合連合会、住友林業株式会社、

広島県西部森林組合事業推進協議会、株式会社堀川林業）

（五十音順）

閉 会 (17:25~17:30)


